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❻
内
臓
疾
患
は
内
科
、
け
が
は

❼
船
舶
、
左
に
舵
を
と
る

❾
カ
イ
コ
が
吐
き
出
す
糸

�
狭
く
て
通
行
困
難
な
道

��

玉
ね
ぎ
を
薄
切
り
に
し
て
生

で
。
オ
ニ
オ
ン
○
○
○
○

��

着
色
料
や
防
腐
剤
な
ど
を
加

え
て
い
な
い
こ
と

��

食
事
の
時
の
必
需
品
だ
が
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
の
時
は
不
要

�
会
計
を
次
期
に
繰
り
入
れ
る

�
居
て
る
の
に
不
在
の
ふ
り
を

��

軒
下
な
ど
に
垂
れ
下
が
っ
た

棒
状
の
氷

　

６
月
号
の
答
え
は
「
で
ん
き

は
た
り
て
い
る
ぞ
」（
電
気
は

足
り
て
い
る
ぞ
）
で
し
た
。

応
募
数
は
ハ
ガ
キ
44
通
、
メ
ー

ル
62
通
、
合
計
１
０
６
通
で
し

た
。
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

北
本
　
悠
（
岸
和
田
市
職
労
）、

福
岡
香
織
（
寝
屋
川
市
職
労
）、

林
　
恵
子
（
府
高
教
）、
西
出

淳
子
（
岸
和
田
市
教
組
）、
平

田
　
誠
（
国
交
省
労
組
近
畿
運

輸
支
部
）、
中
江
和
恵
（
茨
木

診
療
所
労
組
）、
松
田
美
紗
子

（
西
淀
川
医
療
労
組
）、
藤
原

康
之
（
全
印
総
連
）、
堀
崎
典

子
（
大
私
教
・
千
代
田
学
園
分

会
）、
酒
本
昌
久
（
東
大
阪
働

く
仲
間
の
会
）

大阪労連共済の自動車共済を、
組合のメリットとして活用しよう！

大阪労連共済 .どっと来む �

☎ 06-6357-6462  ⒝ 050-3519-1640大阪労連共済事務局
大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

【とき方】二重カッコをアル
ファベット順に並びかえてく
ださい。あらわれた言葉・成
句・詩歌が答えです。

タ
テ
の
カ
ギ

❶
投
手
の
球
を
打
者
が
打
つ
こ

と
❷
カ
イ
ロ
、
ラ
イ
タ
ー　

…

❸
○
○
底
、
○
○
切
り
歯

❹
長
良
川
、
夏
の
風
物
詩

❺
多
人
数
が
押
し
合
い
へ
し
合

い
し
て
並
ぶ
様
子

❽
三
陸
海
岸
。
日
本
の
○
○
○

式
海
岸
と
し
て
知
ら
れ
る

�
陸
上
競
技
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

で
着
用
す
る
短
い
パ
ン
ツ

�
船
舶
が
停
泊
す
る
と
き
下
す

�
芸
能
、
工
芸
な
ど
価
値
あ
る

技
は
○
○
○
文
化
財

�
童
謡
♪
「
○
○
○
の
き
ず
は

は
お
と
と
し
の
…
」

�
ノ
ウ
ハ
ウ
、
要
領
、
ポ
イ
ン

ト
、
勘
ど
こ
ろ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶�

真
夏
、
こ
の
症
状
に
な
ら
な

い
よ
う
、
こ
ま
め
に
水
分
を

❹�

○
○
酒
、
○
○
干
し
、
○
○

シ
ロ
ッ
プ

「
パ
ズ
ル
」の

応
募
方
法
　

　ハガキまたはE-mailで住所･氏名･
組合名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034大阪市北区錦町
2-2�国労会館1Ｆ�大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉９月20日（発表は10月号）
〈賞品〉�正解者の中から抽選で10人

に図書カードを贈ります

改めて、労安活動の大切さが

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

に
走
る
主
人
公
の
少
女
・
宮

市
和
希
を
演
じ
た
の
は
、『
あ

ま
ち
ゃ
ん
』
で
ヒ
ロ
イ
ン
を

務
め
た
若
手
女
優
能
年
玲

奈
。
和
希
が
ひ
か
れ
る
不
良

少
年
・
春
山
洋
志
役
は
、
映

画
初
出
演
と
な
る
「
三
代
目�

J�Soul�Brothers

」の
ボ
ー

カ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
登
坂

広
臣
。
監
督
は
、「
ソ
ラ
ニ

ン
」「
僕
等
が
い
た
（
前
篇

・
後
篇
）」
の
三
木
孝
浩
。

１
９
８
６
～
87
年
に
「
別
冊

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」
で
連
載
さ

れ
、
単
行
本
は
全
４
巻
で
累

計
発
行
部
数
７
０
０
万
部
を

突
破
し
た
紡
木
た
く
の
人
気

少
女
コ
ミ
ッ
ク
を
実
写
映
画

化
。
１
９
８
６
年
に
は
「
人

　

母
か
ら
愛
さ
れ
て
い
な
い

と
感
じ
、
自
分
が
誰
か
ら
も

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
不
安
を
抱
え

て
、
生
き
て
き
た
和
希
。
転

校
生
の
え
り
に
誘
わ
れ
て
横

浜
時
代
の
先
輩
に
会
い
に
行

き
、
そ
こ
で
不
良
チ
ー
ム

「Nights

（
ナ
イ
ツ
）」の
春
山

に
出
会
っ
た
。
家
に
居
場
所

が
持
て
な
い
和
希
は
、
不
良

の
世
界
に
居
場
所
を
求
め
る

よ
う
に
な
る
。
次
第
に
春
山

へ
の
思
い
を
募
ら
せ
て
い
く

和
希
だ
っ
た
が
、Nights

の

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
春
山
は

敵
対
す
る
チ
ー
ム
と
の
抗
争

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
母

の
愛
を
感
じ
ら
れ
ず
に
非
行

痛いほど純粋で
不器用な二人の物語

ホットロード

ろーれんフラッシュ

▶国際的にも批判だらけの「秘密保護法」は廃止！
　７月５日～６日、「秘密法に反対する全国ネット
ワーク第２回全国交流集会」が、大阪市内で開催。
藤田早苗さん（英国エセックス大学人権センター研
究員）の講演他、全国的な経験交流が行われ、廃止
に向けた行動提起と集会アピールを採択しました。

▶人事院近畿事務局包囲総行動
　７月10日、近畿公務共闘が「矛盾だらけの『総合
的見直し』検討作業を直ちに中止するよう求め」人
事院近畿事務局包囲行動を行い、官民の組織から
100人を超える参加がありました。川辺和宏大阪労
連議長が連帯のあいさつを行いました。

▶「公的責任で、子育て支援の充実を！」御堂筋パレード
　７月12日、「子ども・子育て支援新制度」の来年４
月の本格実施にむけて、福保労と自治労連、大保連
など５団体が、保護者などにも呼びかけ「『子育て
支援』の充実を求める夕涼みパレード」を開催。多
くの府民から注目を集める行動になりました。

▶歪んだ経済から、国民が豊かになる経済に
　７月13日、大阪市内でシンポジウム「ほんまにえ
えの？ TPP PARTII～規制緩和が私たちのくらし
に及ぼす影響を考える～」が行われた。医療、保育
労働をはじめ、JA大阪中央会など各分野から参加
があり、幅広く討論が行われました。

ヒ
ン
ト
　
被
害
者
は
子
ど
も
た
ち

組合員募集中
お得な情報いっぱいのホームページに是非！一度アクセスしてみて下さい！！

新築・増改築・リフォーム・住まいの相談は

お気軽にお電話ください！！
０１２０-５０２-３９１に

出
題
＝
樽
谷
　
利
浩

生
、
投
げ

た
ら
イ
カ

ン
」
が
流

行
語
に
。

８
月
16
日

全
国
ロ
ー

ド
シ
ョ

ー
。

今こそ職場で労安活動をすすめよう！

　

７
月
25
日
、
第
８
回
労
安

学
習
会
（
労
安
部
会
主
催
）

が
国
労
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
こ
の
時
期
に
や
る
単
産

で
の
労
安
活
動
」と
し
て
、堀

谷
昌
彦
化
学
一
般
関
西
地
本

特
別
執
行
委
員
か
ら
、
季
節

・
気
候
の
変
化
と
労
安
活
動

に
絞
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
、
考
え
ら
れ
る
季
節

ご
と
の
危
険
因
子
を
参
加
者

で
出
し
合
う
参
加
型
の
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

期
、
職
場
で
熱
中
症
対
策

を
あ
ら
か
じ
め
話
し
合

い
、
明
示
し
て
お
く
大
切

さ
も
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
堺
教

組
か
ら
「
一
人
の
体
育
教

師
の
見
本
演
技
中
の
事
故

が
『
公
務
外
』
認
定
と
さ

れ
た
。
労
働
組
合
と
し

て
、
公
務
災
害
認
定
を
求

め
る
と
同
時
に
、
全
体
育

教
師
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
中
で
要
求
を
束
ね
、
す

べ
て
の
体
育
教
師
の
労
安

体
制
充
実
を
も
と
め
て
た

た
か
っ
て
い
る
」
と
力
強

く
発
言
。
自
治
労
連
か
ら

第
８
回

「大阪労連 労働安全衛生
対策部会」学習会

は
、
公
務
職
場
の
厳
し
い
実

態
に
対
し
、
単
産
と
し
て
職

員
の
健
康
実
態
把
握
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
教
職
員
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の

“
決
め
事
”を
各
職
場
や
全
体

に
広
め
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も「
労
安
出
前
講
座
」を

活
用
し
て
単
産
で
の
労
安
学

習
会
を
旺
盛
に
取
り
組
も
う

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
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　大阪労連の組合員のみなさん、組合で作り運営する
自動車共済があることをご存知ですか？大阪労連共済
の自動車共済は、助け合いの共済ですから営利を求め
ず、いただいた掛金から生まれる事務手数料で運営し
ています。また、その一部を宣伝費として組合にも還
元し、契約台数が増えれば増えるほど組合の財政が潤
うしくみになっています。制度については、組合員の
要望を反映させるために定期的に意見交換をし、この
７月から、人傷障害共済・車両共済いずれかの付帯で
ロードサービスが受けられるように改定されるなど、

一定の成果を上げています。掛金額は比較する損保会
社によってまちまちですが、お見積りをしたご契約の
うち約80％の方が「安くなって助かる」と、労連共済
で契約していただいています。
　労連共済は顔の見える組合が窓口ですから安心です
し、頼りになります。「掛金を払うなら組合へ」と、
ぜひみなさんで自動車共済を話題にし、拡げていただ
きますようお願いします。
　取扱窓口　大阪労連福利厚生事務センター（有）
　　☎ 06-6357-1077　　FAX 06-6357-1065


